
○GMARCH付属校の男女別合格者数（2023年度入試結果） 

男子 女子

早稲田大学
早稲田実業 89 51

早稲田大学高等学院 133 ー
早稲田 531 ー

慶應義塾大学
慶應普通部 205 ー
慶應中等部 140 60
慶應湘南藤沢 １４２名（うち男子４０名、女子６４名入学）

明治大学
明大明治 164 126
明大中野 388 ー

明大中野八王子 124 103

学習院大学
学習院中等科 216 ー
学習院女子中等科 ー 149

青山学院大学
青山学院 112 93

青山学院横浜英和 74 160

立教大学
立教池袋 146 ー
立教新座 847 ー
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2学期面談期間となっています
ジャングルジムでは1学期の面談と2学期の面談、入試報告会といった機会に、全ての塾生保護者の方とお話しさせていた
だいております。普段は子どもたちを相手に話すことが多いため、保護者の皆様とお話することはかなり緊張しますが、

生徒諸君のお家での様子であったり、この先の志望校などについて有意義な面談となっているといいなと思います。

この2学期から体験生もかなりたくさん参加してくれるようになり、入試が近づくなか、塾内は活気に満ちています。

最近中学受験を目指す小学生の数は増えており、ここ数年は右肩上がりでの増加となっております。
今年の７月までの模試の受験者人数の合計は前年を下回り、上げ止まりかとも思われましたが、９月の受験者人数はしっ

かりと前年を上回っておりました。

その中でも特に、大学付属校の人気が高まっているように思います。

本人からすれば（私もそうでした）、受験しないでそのまま大学まで進めるということは魅力的な選択肢となり得るでし

ょうし、保護者の皆様にとっても、受験勉強にとらわれないさまざまな学力を総合的に高めることができるという魅力が

先行きが不透明な現在の状況の中で人気のある選択肢になっているのではと私どもは思っております。

このような付属校人気の中、男子に比べて女子を受け入れる枠が少なく、男子に比べ女子の方が熾烈な競争を強いられる

という問題が（特にこの地域には）あるように思います。

大学付属校人気と、女子の枠の少なさ



立教大学 立教女学院 ー 129

中央大学
中大附属 121 117
中大横浜 201 242

法政大学
法政大学 107 116
法政第二 235 149

※ジャングルジム調べ 
※帰国生、繰り上げ合格を一部含む 男子合計　　３８７３名 女子合計　　１４９５名

中学受験専門塾ジャングルジム 
のホームページはこちら

公式LINE

ジャングルジム通信へのご意見やご感想、 
このような記事を書いてほしいというご要望等あ
りましたらお気軽にLINEを送ってください。 

早稲田実業、明大明治の男子合格者のほぼ全員が立教新座の合格もしているので重複しているといったようなことから、

実際は２０００名以上の差はないように思われますが、男子の方がはるかに多くの合格者を出していることがわかるかと

思います。

しかも、この地域からの受験者がほぼないといっていい、慶應の付属、青山学院の付属、中大横浜、法政第二などを除く

とさらに差は広がっていきます。

この付属校人気の中、大学付属校を狙っていく女子は理不尽と言えるほど少ないチャンスに多くの受験生が殺到するとい

う状況となっています。

三輪田学園が法政大学と協定校推薦制度を導入しました
東京都千代田区にあります女子校、三輪田学園が９月末に法政大学との高大連携をさらに強化する形で、学校型推薦枠拡

大を最大３０名と拡大しました。卒業生数が１５０名ほどの同校の３０名の推薦枠は付属校を目指す女子にとって魅力的

な選択肢となるのではないでしょうか。おそらく偏差値も現在に比べて高くなることが予想されます。

その他にも明治大学付属世田谷中学校の開校や青山学院系属浦和ルーテル学院が本格的に推薦入学の受け入れを開始する

など、今後も付属、系属校から推薦入学によって大学に進学するというルートがさらに確立されてくるのではと思います

。個人的には、先述した女子の付属校の枠が少ないという事情から、早稲田大学女子学院や上智大学付属中学校（女子校

）などを作ってもらいたいなと思っていました。ここで、長い歴史をもつ女子校が三輪田学園と法政大学のように協定校

推薦という形で、大学まで進めるルートが次々にできてくれるといいなと思います。

法政大学市ヶ谷キャンパス（左）の

すぐ隣に位置する三輪田学園（右）
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